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仕掛製品がどれだけあるのか、材料費と加工費を自動算出することで、現在の棚卸金額の合計
（中途品+完成品）を確認することができます。

◎ 中途品・・・製造中ステータスの第一工程完了オーダー
◎ 完成品・・・納品待 + 製造中ステータスの最終工程完了オーダー

◇ 検索の条件 ◇

1. 指定した日付の24:00時点の進捗データを参照します。
2. 指定日当日に納品したものは24:00時点では「完了済」となるため、集計の対象にはなりません。
3. 過去オーダーの「受注日～納品日」までの日付が、一部でも指定日に含まれていれば参照対象と

なります。
3. 指定日時点で、第一工程が完了しているものを対象にします。
4. 同一品番オーダーは統合して表示します。
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仕掛品の算出方法は２パターンあります。

1.棚卸金額の計算方法

1-1.受注数 で計算 （売値比率）

売値比率の管理費と材料費のパーセンテージを設定にて登録することが出来ます。
※ 材料費は、第一工程が完了した時点で仕掛在庫として判断して計上されます。

例）

管理費・・・¥4,600 （ ¥23,000 × 20% ）

材料費・・・¥5,520 （ ¥23,000 – 4,600 ）× 30%

加工費・・・¥12,280 （¥23,000 – 4,600 – 5,520 ）× 100%

棚卸合計金額・・・¥18,400 （ ¥5,520 + ¥12,280 ）
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1-2.製造数 で計算 （原価積上）

材料費・・・設定にて登録した工程が完了した時点で紐づいている各構成品（シート材、鋼材、購入
品等）の「算出単価 × 製造数」を材料費として計上します。

加工費・・・完了している工程までの「工程単価 × 製造数」を加工費として計上します。
※ CAD 工程は「工程単価」を加工費として計上します。

例）設定にて、第一工程が完了した時点で構成品を材料費として計上する場合。

×12
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システム設定にて、変更可能な設定がございます。

2.変更可能設定

2-1.除外工程コードの登録

完了処理を行った時点で、仕掛品計算に含めない工程を除外工程として登録することが出来ます。

2-2.発注工程コードの除外登録

例）「03 曲げ / 01 プレス」工程を除外工程として登録する場合。

第3工程まで完了していますが「03 曲げ / 01 プレス」が除外工程のため、加工費に含まれません。

発注をかけた工程は入荷処理を行った時点で、仕掛品計算に含めない工程として登録することが出来
ます。

外注の塗装工程を入荷処理していますが、発注工程が除外工程のため、加工費には含まれません。
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